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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

15 Ⅰ歴代誌 １０ マタイ ２４ Ⅰｺﾘﾝﾄ １:３ ～７
16 １１ ２５ マタイ ２４:３ ～１４
17 １２ ２６ 耐 ヘブル １２:１ ～１１
18 １３ ２７ え ヤコブ ５:７ ～１１
19 １４ ２８ 忍 詩篇 ４０:１ ～１７
20 １５ マルコ １ ぶ ハバクク １:１２～２:４
21 １６ ２ 黙示録 ２:４ ～７
22 １７ ３ マルコ ９:２ ～９

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日 (２０日 小松 一代 姉）
召天記念日 (１８日 青野 金子さん ２０１３年）

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 廣田守男牧師の霊肉の健康とお働きの上に祝福を。
④ 杢尾静子師、吉崎千枝子師の歩みの上に神様の祝福を。

１ 本日の礼拝に仲森文穏先生が幸いなメッセージを取り次
いで頂き感謝します。続いて定期総会を開きます。議案：
①役員改選の件 ②2026年度教会行事計画案承認の件 ③
2026年度教会会計予算案承認の件 ④新会堂計画案承認の
件 ⑤教区総会議員選出の件 ⑥その他 出席しましょう。

２ 復活祭礼拝・祝会 4月5日(日)午前10時 受洗をご希望
の方がおられたら牧師までご連絡下さい。受難節(2月18日～
4月4日)の期間をみ言葉を読み、祈って意義深く過ごしましょう。

３ 3月も中旬になり三寒四温を繰り返しながら春に向かって
おります。インフルエンザ及び花粉症に注意し、マスクを
着用して礼拝に出席しましょう。ご高齢の方々(独居生活、
施設入居)、病気の方々のために祈りましょう。

４ 播州地区総会 22日(日)14時～ 会場:姫路福音教会
総会議員:廣田牧師、中島一栄姉 祝福をお祈り下さい

５ 新会堂建築のため 先週提出された図面を検討し、その
意見をケンテック(田中謙社長)に提案しておきました。続
いてお祈りし、献げましょう！

牧会短針 廣田牧師は先週13日(金)に入院し、シャントの
拡幅手術を受け、14日(土)に透析を受けた後退院することが
できました。お祈り下さり感謝します。本日の礼拝に仲森文
穏先生が説教していただき助かっております。総会を無事に
開くことが出来幸いに思っております。続いてお祈り下さい。
今週の牧師の予定 17日こころの会

◎先週の報告 礼拝９名･教会懇談会９名,子ども教会1+6名
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◎今週の御言葉 「山上の変貌」(マルコの福音書9章2～9節）
「そのとき雲がわき起こってその人々をおおい、雲の中か

ら、『これは、わたしの愛する子である。彼の言うことを聞
きなさい』という声がした」(9:7) 仲森文穏

○イエス様がペトロ、ヤコブ、ヨハネを連れて高い山にの
ぼられた時のお話しです。その６日前、イエス様は弟子たち
に受難予告をされました。しかし弟子たちは本気にしません
でした。イエス様はとても孤独だったに違いありません。こ
の世は不条理に満ち、仕方がないことだらけです。この世の
仕方がないことを安易に、神様の御心にすり変えてしまうこ
とはないでしょうか。しかし神様の御心というのは、選びと
るもので、激しい葛藤を伴うものです。イエス様が山に登ら
れたのも、祈って御心を問うためです。そしてイエス様のお
姿が白くまばゆく輝いたのは、神の子としての内面が内側か
ら輝いたというべきでしょう。そのイエス様を励ますかのよ
うに、エリヤとモーセとが現れます。エリヤもモーセも、旧
約聖書を代表する偉大な人々です。その光景を見て、ペテロ
が言います。「私たちが、幕屋を三つ造ります。あなたのた
めに一つ、モーセのために一つ、エリヤのために一つ」と。

○するとどうなったか。エリヤとモーセとイエス様の姿は
雲におおわれ、その雲の中から「これは、私の愛する子、こ
れに聞け」という声が響き、イエス様のほかは誰もいなかっ
たのです。エリヤとモーセ、彼らは言わばヒーローであり、
多くのファンがいました。しかし今ペテロたちの前で、かっ
てのヒーローたちは消え去り、「これは、わたしの愛する子
である。彼に従え」という神様の声がしたのです。この山上
の変貌事件は、このように新旧のヒーローの交替、主役が劇
的に交代したことを示しています。私たちの周りにも大勢の
モ－セやエリヤがいます。でも私たちもイエス・キリストに
聞き従うという道を選び取って歩んできたのです。

ペトロが「３つの幕屋を建てましょう」と言ったのは、イ
エス様の栄光の姿を何らかの形で記念したかったからでしょ
う。しかし、イエス様はさっさとこの栄光の山を降りていか
れるではありませんか。フィリピ２：６以下に記されている
通り、イエス様は、ご自分の栄光の姿に安住するつもりなど
なく、人々の罪や苦しみ、悩みのうずまくこの世、地上の生
活へと戻ってこられます。腕を伸ばし、人々を抱きしめるた
めに戻ってこられます。キリストの腕は、暖かく、どこにで
も届く。十字架にまで自分を捧げつくす愛の腕です。

私たちも十字架の福音を高く掲げ、キリストの腕、また指
として用いていただきましょう。「これはわたしの愛する子、
これに聞け」という御言葉を心に刻んで信仰の日々を歩んで
参りましょう。


